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律旋の諸問題の考察 
― 文部省音楽取調掛『音楽取調成績申報書』(1884) と 
上原六四郎『俗樂旋律考』(1895) ― 
Problematics of the Ritsu Scale:
The Institute of Music’s “Report on the Results of the Investigations  
Concerning Music”(1884) and Rokushiro Uehara’s  









































平安時代の『悉曇蔵』(880 年 ) には、律旋と同じ音程系列の母体となる「新五聲」が登場し、平



































を減らして（損らして）、2/3 の弦長の徵（ソ）の音が作られる（1 − 1/3=2/3）。次に、徵の弦長 2/3
に対して、それを三分割した場合の１分を増して（益して）8/9 の商（レ）の音が作られる（2/3 ＋
2/3 × 1/3 ＝ 8/9）。
このように、減らす（損らす）ことと増す（益す）ことを交互に繰り返す操作を、「三分損益」と
呼ぶ。「五聲」の場合、さらに商に対して損で羽（ラ）、羽に対して益して角（ミ）をえる。十二律











半音 7 個分上、半音 5 個分下ということになる（下図で確認してほしい）7）。
	 １	―	２	―	３	―	４	―	５	―	６	―	７	―	８	―	９	―	10	―	11	―	12	（	 ―	 1	 ―	・・・）
























	 １	―	２	―	３	―	４	―	５	―	６	―	７	―	８	―	９	―	10	―	11	―	12	（	 ―	 1	 ―	・・・）




自然長音階：	 ド	 	 	 	 レ	 	 	 	 ミ	 	 フ	 	 	 	 ソ	 	 	 	 ラ	 	 	 	 シ	 	 	 ド
	 	 	 	 	 １	―	２	―	３	―	４	―	５	―	６	―	７	―	８	―	９	―	10	―	11	―	12	（	 ―	 1	―・・・）














































律旋の角が、宮から上に 6 律目、対して呂旋の角が、羽から下に 6 律目になっていることがわか
るだろう。
呂旋の主五聲：	 宮	 	 	 	 商	 	 	 	呂角		 	 	 	 	 徵	 	 	 	 羽	 	 	 	 	 （	 ―	宮	―・・・）
	 	 	 	 	 １	―	２	―	３	―	４	―	５	―	６	―	７	―	８	―	９	―	10	―	11	―	12	（	 ―	 1	―・・・）












	 	 	 	 １	―	２	―	３	―	４	―	５	―	６	―	７	―	８	―	９	―	10	―	11	―	12	（	 ―	 1	・・・）





自然短音階：	 ラ	 	 	 	 シ	 	 ド	 	 	 	 レ	 	 	 	 ミ	 	 フ	 	 	 	 ソ	 	 	 	（	―	ラ・・・）
	 	 	 	 	 １	―	２	―	３	―	４	―	５	―	６	―	７	―	８	―	９	―	10	―	11	―	12	（	 ―	1		・・・）



























呂旋：		 宮	 	 	 	 商	 	 	 	 角	 	 	 	変徵		 徵	 	 	 	 羽	 	 	 	変宮		 （	宮・・・)
	 	 	 １	―	２	―	３	―	４	―	５	―	６	―	７	―	８	―	９	―	10	―	11	―	12	（	 ―	1	・・・）



















順八逆六は、1 オクターヴに 12 の音（律）があることを前提としてしまっている調律法、所与
としての 12 音パレットからの一定の音程系列のピックアップ法にすぎない。












呂旋の場合、宮から「順八逆六」を 4 回で主五聲、さらに 2 回で七音を得るのに対して、律旋
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26） 神津専三郎は 1881 年、音楽取調掛に勤務し、音楽史も担当しており、その蔵書には数々の洋書
が含まれていた（浜野／服部 :64f）。上原六四郎も、1882 年 5 月から音楽取調掛に勤めており、神津の用
いた洋書を紐解いた可能性はある。
27） 上 原 の 講 義 筆 記 が 遺 さ れ て い た よ う だ が、 公 刊 さ れ た 形 跡 は な く、 所 在 も 不 明 で あ る（ 上 原
1992:22）。注 16 で触れた上原ツルの講義ノートとは別物と思われる。



















はまる難しい問題である（山内 :4 の 3）。音階や旋法という観点からの考察にそもそも、それ自身、限界
がありうることについては、平野（1988:29）を参照。
32） 日本の伝統な音階理論に関する瓜生の理解に関しては、即座に、神津が辛辣な批判を記した（神
津 :32fff）。
33） 明治から大正、昭和と時代が下るほど、たとえば田邊尚雄の一般向け解説等を通して、「律旋」＝「我
邦古代の遺音」に連なる理解・意味づけが優位になっていったようにみえるが、「唐から伝来した楽曲の
もつ調と、それに伴う弦楽器の調弦の関係などの偶然的な理由」からの所産とする、冷静な見方も近年
にはみられる( 平野 1992:125)。
